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営農経済渉外

 令和３年産米 出荷契約が始まります！

 令和３年度 JAレーク伊吹営農軽油対策奨励について

 農政ダイジェスト

ＪＡレーク伊吹 経済部 営農企画課
TEL 0749-63-2101 FAX 0749-64-2085



「JAへ確実に出荷できる数量」をご記入ください。

下記算出方法を参考にしていただきご記入下さい。
「令和３年産 水田活用米穀申込書」も併せてご提出下さい。
水田活用米穀の取組内容(加工用米・輸出用米)につきましては、
JAに一任をお願いします。

必要とする生産調整面積 地域の基準単収※

30㎏

必要とする袋数

※ 地域の基準単収は農業再生協議会が定める地域ごとの単収となります。
※ 1袋に満たない場合は切り上げます。

生産調整面積から必要数量を算出する方法

〇〇〇 ÷ ＝㎏/10a ÷ 10aａ 袋×

令和３年産米

人口減少や少子高齢化などにより、米の国内需要が減るなかで、新型コロナウイルスの影響などでさら
に消費がすすまず、過剰在庫に直面してます。JAレーク伊吹としては、令和３年産米も実需者が求める
需要を早期に確保し、安定的に有利販売をすることを目的とした「事前契約（播種前・収穫前）買取
販売方式」に取り組みます。

出荷契約スケジュール

出荷申出書の記入方法について

事前契約(播種前・収穫前)に基づき販売先と締結することで、有利販売が可能となるため、
JAと出荷契約がない米穀は、事前契約外での販売となり買取価格が下がります。

３月 事前契約 (播種前契約)

４月～５月 本契約 (収穫前契約)

➢今回の出荷申出により販売先と「播種前契約」として契約をいたします。

【提出書類】 ※２月中旬に各農業組合から配布されます。
✔ 「JA出荷申出書」 、「水田活用米穀申込書」、「カントリーエレベーター利用申込書」

提出期日 令和３年３月８日(月)

✔ 「苗申込書」 提出期日 令和３年３月１日(月)

➢出荷申出書(播種前)の契約数量に基づき契約締結を行います。
➢出荷契約数量を追加する場合は、本契約時に追加契約することができます。

１袋でも多くJAへ出荷申込
をよろしくお願いいたします。



苗供給・荷受施設について

苗供給 伊吹カントリー 近江カントリー 長浜カントリー 神照カントリー

JA米 コシヒカリ ● ● ● ● ●

JA米 日本晴 ● ● ●

JA米 秋の詩 ● ●

全農基準米 みずかがみ ● ●

ゆうだい２１ ● ●
(北部荷受センター)

飼料用米 ● ● ●

JA米 キヌヒカリ ● カントリー荷受はありません。(地場出荷のみ)

品種

荷受施設

１、品種が確認できた種子により生産されたお米。(全量種子更新)
２、カドミウム吸収抑制技術の実施されたお米。
３、生産基準に基づき栽培され、生産履歴記帳が確認されたお米。
４、農産物検査を受け３等以上となったお米。

調製網目 1.85㎜以上。(ゆうだい２１の調製網目は1.80㎜以上)

「JA米」の４つの要件

カントリー利用についてのお知らせ

・カントリー二次買取(調製払い)精算時期の変更について
従来、二次買取払いを12月に行っておりましたが、米の需給環境により持分確定が遅れる
ことが予想されるため、翌年の３月まで精算時期を延期させていただく場合があります。
できるだけ早期の二次買取払いが実施できるようにいたしますのでよろしくお願いいたします。

・未契約品種の買取価格について
令和３年産米より、出荷契約のない品種でカントリーから出荷売渡が発生した場合、事前
契約を行った買取価格よりも低くなりますので、ご注意ください。

米袋名入れ印刷について

取扱品目
 うるち用紙袋
 もち用紙袋
 スタンダード紙袋

価格（税込）
 86円／枚

印刷可能内容
 品種（銘柄）
 年産
 氏名
 住所（番地は入りません）

取扱いロット
 500枚以上
（100枚単位）

米袋に品種名や氏名などをあらかじめ印刷してお渡しする「名入れ印刷紙袋」の注文を受付
します。名入れ印刷紙袋を利用し、秋作業の効率化を図りませんか？

お問い合わせ、ご注文は営農経済渉外まで！

名入れ印刷の対象は500枚以上の注文からとなります。



 対象期間
令和3年3月1日～令和3年11月30日

 奨励対象者
TAC、営農経済渉外員が訪問する農家で、対象期間中の
軽油引取免税証を利用した軽油が400ℓ以上の農家を対象。

 奨励金
対象期間中に購入いただいた軽油1ℓ当たり5円（税込）の奨励を行います。

 奨励金支払日
・支払時期 令和3年12月
・支払方法 対象者のＪＡ口座へ入金

ＪＡレーク伊吹では担い手農家の燃料費用の負担軽減のため、ＪＡレーク伊吹が供給する軽油
引取免税証を利用する軽油を対象に、営農軽油対策奨励を行います。

免税軽油の手続きについて

令和3年4月以降に使用される免税軽油の手続きは、滋賀県東北部県税

事務所課税課にて1月18日(月）より受付されています。

免税軽油の申請・お問い合わせ先

滋賀県 東北部県税事務所 課税課

長浜市平方町1152-2

0749-65-6608

農業・地域の雑誌「地上」より抜粋
~定価（税込）618円 購読申込受付中~

市場の拡大で、米粉が好調
農林水産省は、自民党農林水産流通・消費

対策委員会の会合で、2020年1～10月の米粉
の輸出量が、19年同期から約2倍の184tに拡大
したと明らかにした。市場の拡大が追い風となってお
り、世界のグルテンフリー市場は、24年には1兆円
に達する見通し。

改正種苗法が可決、成立
優良品種の海外への流出を防止することを目

的とした改正種苗法が参議院本会議で可決、
成立した。品種の開発者が出願時に栽培地域を
限定できるようにする改正は、21年4月に施行。
登録品種の自家増殖を許諾制にする改正は、
22年4月の施行となる。

20年産米の作況指数が「平年並み」に
農水省は20年産米の全国の作況指数が、99

の「平年並み」に確定したと発表した。主食用米の
収穫量は722万5000tで、21年産米の需要に
見合った適正生産量693万tは変更しない方針だ。

鳥獣被害の量は減少、額は増加
19年度に野生鳥獣がもたらした全国の農産物

被害状況について、農水省が取りまとめた。被害
量は約45万8000tで、前年に比べて約3万
8000tの減少。被害金額は、同約2000万円増
の約158億円。単価の高い果樹や野菜への被害
が増えたとみられる。

病害虫への防除の手引きを作成・公開
温暖化などの影響で病害虫の発生量の増加や

地域の拡大がみられることから、農水省は水稲病
害虫防除対策全国協議会を設置し、開催した。
作成されたトビイロウンカへの防除の手引きは、リー
フレットの形で、同省のウェブサイトから入手できる。

米の需給について農水相が談話を発表
野上浩太郎農林水産相が、「令和3年産米の

需要に応じた生産・販売に向けて」と題した談話を
発表した。過去最大規模の6万7000haの作付
け転換ができなければ、需給の安定が崩れると、危
機感を表明。20年度第3次補正予算などを活用
し、需要に応じた米の生産・販売に取り組んでほし
いと呼びかけた。


